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第
１
回
　
対
話
型
の
宣
教
イ
メ
ー
ジ〈
道
〉と〈
宿
〉

　
大
塚
司
教
は
年
頭
書
簡
で
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
回

勅
『
兄
弟
の
皆
さ
ん
』
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
「
善
き
サ

マ
リ
ア
人
の
た
と
え
」（
ル
カ
10
・
25-

37
）
を
解
説
し
ま

す
。「
私
は
こ
の
た
と
え
に
あ
る
〈
道
〉
と
〈
宿
〉
に
注

目
し
、
宣
教
の
原
点
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
」「〈
道
〉

は
サ
マ
リ
ア
人
に
と
っ
て
予
期
せ
ぬ
出
来
事
や
出
会
い
の

場
と
な
り
」「
宣
教
の
観
点
か
ら
す
る
と
〈
道
〉
は
神
の

計
画
や
恵
み
に
出
会
う
場
所
」
で
あ
る
と
司
教
は
説
か
れ

ま
す
。

　
こ
の
箇
所
を
読
ん
で
、
私
は
数
年
前
に
体
験
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
住
ん
で
い
た
と
き
、
街
の
中
心
部

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
用
事
が
で
き
ま
し

た
。
余
裕
を
み
て
出
た
の
で
す
が
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
い
、
約
束
時
間
に
間
に
合
い
そ
う
に
な
く
な
っ
て
、

イ
ラ
イ
ラ
し
始
め
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
で
し
た
。
現
地
で

は
よ
く
あ
る
光
景
な
の
で
す
が
、
男
が
車
の
ガ
ラ
ス
を
拭

く
素
振
り
を
し
て
近
寄
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
明
確
に

断
っ
た
の
で
す
が
、
勝
手
に
作
業
を
始
め
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
で
正
直
に
話
し
ま
す
が
、
そ
の
時
カ
ッ
と

な
っ
て
感
情
を
爆
発
さ
せ
大
声
で
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
お
金
も
支
払
わ
ず
に
車
を
発
進
さ
せ
ま
し

た
。
窓
に
は
石
鹸
の
泡
が
残
っ

た
ま
ま
で
し
た
し
、
自
分
の
中

の
怒
り
は
ブ
ク
ブ
ク
と
膨
ら
む

一
方
だ
っ
た
の
で
す
。
少
し
前

進
し
て
別
の
交
差
点
で
停
ま
る

と
、
ま
た
も
や
別
の
ガ
ラ
ス
拭

き
が
寄
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は

「
お
前
の
仲
間
は
こ
ん
な
状
態

に
し
た
。
も
う
ガ
ラ
ス
拭
き
な

ん
て
い
ら
な
い
！
」
と
、
き
つ

い
言
葉
を
投
げ
つ
け
ま
し
た
。

な
の
に
、
彼
は
黙
っ
て
拭
き
始

め
隅
々
ま
で
美
し
く
し
て
い
き
ま
す
。
私
は
ま
だ
怒
っ
て

い
ま
し
た
が
、
仕
方
な
く
支
払
う
コ
イ
ン
を
準
備
し
ま
し

た
。
作
業
が
終
わ
っ
た
の
で
お
金
を
渡
そ
う
と
す
る
と
、

彼
は
「
そ
ん
な
に
怒
ら
な
い
で
く
れ
よ
。
な
あ
、
金
は
要

ら
な
い
か
ら
仲
間
を
ゆ
る
し
て
く
れ
。
そ
う
し
た
ら
俺
は

お
金
以
上
の
お
恵
み
を
い
た
だ
け
る
」
と
言
い
な
が
ら
車

か
ら
離
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ま
さ
に
「
こ
れ
は

神
様
か
ら
の
お
声
だ
！
」
と
感
じ
ま
し
た
。
怒
り
は
一
瞬

に
し
て
消
え
去
り
、
何
と
も
情
け
な
く
恥
ず
か
し
い
思
い

と
、
父
親
か
ら
ゴ
ツ
ン
と
げ
ん
こ
つ
を
も
ら
っ
て
痛
い
よ

う
な
、
で
も
な
ぜ
か
嬉
し
い
よ
う
な
心
の
温
も
り
も
感
じ

た
の
で
し
た
。

　
神
様
は
〈
道
〉
で
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
っ

た
く
予
期
せ
ぬ
時
に
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で
。

　
滋
賀
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
司
祭

　
グ
ア
ダ
ル
ペ
宣
教
会

�

エ
ミ
リ
オ�

フ
オ
ル
ト
ウ
ー
ル
神
父

2
2024

２
０
２
４
年　

司
教
年
頭
書
簡　

　
　

わ
た
し
の
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
創
ろ
う
Ⅱ

シ
ノ
ド
ス
が
め
ざ
す
〈
道
〉
と
〈
宿
〉
の
宣
教

�

を
受
け
て
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ペ
ル
ー
の
祭
り

　
昨
年
10
月
第
４
土

曜
日
、
定
例
の
ス

ペ
イ
ン
語
ミ
サ
の

日
に
「
セ
ニ
ョ
ル
・

デ
・
ロ
ス
・
ミ
ラ
グ

ロ
ス
」
の
行
列
、
ご

ミ
サ
と
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
が
所
属

し
て
い
る
三
重
県
伊

賀
市
の
幼
き
イ
エ

ス
上
野
教
会
で
は
、

２
０
０
０
年
代
に

入
っ
て
か
ら
故
郷
の

祭
り
（
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
場
合
は
「
ア
パ
レ

シ
ダ
の
聖
母
」
の
祝

い
）
を
始
め
、
約
20

年
間
に
渡
っ
て
祝
い

続
け
て
き
ま
し
た
。

奇
跡
の
主

　
こ
の
祭
り
は
17
世

紀
に
始
ま
り
、
数
々

の
奇
跡
を
起
こ
し
た
壁
画
が
「
セ
ニ
ョ
ル
・

デ
・
ロ
ス
・
ミ
ラ
グ
ロ
ス
、
日
本
語
で
は
奇
跡

の
主
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ペ
ル
ー
人
が

移
住
先
に
も
携
え
て
行
く
信
仰
行
事
で
あ
る
た

め
、
現
在
は
世
界
中
で
祝
わ
れ
て
い
ま
す
。「
奇

跡
の
主
」
は
海
外
に
移
住
し
て
い
る
ペ
ル
ー
人

の
保
護
者
で
も
あ
り
ま
す
。

初
め
て
大
塚
司
教
様
と
一
緒
に

　
現
在
は
日
本
各

地
で
「
奇
跡
の

主
の
祭
り
」
が
実

施
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
祭

り
は
こ
じ
ん
ま
り

し
て
い
て
、
行
列

で
運
ぶ
台
や
ご
絵

は
手
作
り
、
パ
ー

テ
ィ
ー
も
持
ち
寄

り
で
、
一
つ
の
大

き
な
家
族
で
祝
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
回
は
初
め
て
、
大
塚
司
教
様
が
ご
参
加
く

だ
さ
り
、
一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

司
教
様
も
一
緒
に
食
べ
、
一
緒
に
笑
い
、
集

ま
っ
て
い
た
多
国
籍
の
信
者
た
ち
と
交
流
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
毎
日「
命
」と
い
う
奇
跡
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
「
奇
跡
の
主
」
の
愛
を
広
め
、
日
本
を

は
じ
め
他
の
国
籍
の
信
者
と
信
仰
を
分
か
ち
合

い
、
宣
教
で
き
る
よ
う
に
続
け
て
祈
り
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
重
南
部
ブ
ロ
ッ
ク�

上
野
教
会
信
徒

�

オ
チ
ャ
ン
テ 

村
井 

ロ
サ�

メ
ル
セ
デ
ス

大
塚
司
教
と
一
緒
に

　
「
セ
ニ
ョ
ル
・
デ
・
ロ
ス
・
ミ
ラ
グ
ロ
ス
」

�

の
祝
い

セ
ニ
ョ
ル
・
デ
・
ロ
ス
・
ミ
ラ
グ
ロ
ス
に
つ
い
て

　
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
だ
っ
た
１
６
５
１�

年
、
現
在
の
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
の
貧
し

い
人
々
が
住
ん
で
い
た
地
域
で
、
敬
虔
な

黒
人
奴
隷
が
レ
ン
ガ
の
壁
に
磔
に
さ
れ
た

キ
リ
ス
ト
像
を
描
い
た
。
１
６
５
５
年
の

大
地
震
で
リ
マ
周
辺
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
が
、
こ
の
絵
が
描
か
れ
た
壁
は
崩
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
絵
に
屋
根
や

飾
り
を
つ
け
て
熱
心
に
祈
っ
て
い
た
人
の

病
気
が
奇
跡
的
に
治
っ
た
り
、
１
６
８
７

年
に
起
こ
っ
た
大
地
震
で
も
こ
の
壁
が
無

傷
だ
っ
た
り
と
、
い
く
つ
も
の
奇
跡
が
起

こ
っ
た
。
こ
の
絵
は
「
セ
ニ
ョ
ル
・
デ
・

ロ
ス
・
ミ
ラ
グ
ロ
ス
（
奇
跡
の
主
）」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
聖
画
像
を

描
き
、
神
輿
を
か
つ
い
で
奇
跡
を
た
た
え

る
聖
行
列
が
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る
。
聖

行
列
に
信
徒
た
ち
は
主
キ
リ
ス
ト
の
ご
受

難
に
ち
な
ん
で
、
青
み
が
か
っ
た
紫
色
の

衣
に
身
を
包
ん
で
参
加
す
る
。
現
在
で
は

世
界
各
地
で
、
そ
こ
に
住
む
ペ
ル
ー
人
を

中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

�

文
責
・
広
報
委
員
会
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　秋の小教区評議会役員交流会が、28の小教区役員36名、司祭・司牧者₆名が参加してオ
ンラインで行われた。この交流会は、日頃話す機会の少ない他のブロック、小教区の役員
同士がグループで分かち合い、交流を深めることを目的として開催している。
分かち合いの導入 
　オチャンテ�村井�ロサ�メルセデス氏（上野教会役員・桃山学院教育大学教育学部准教授）
が、滞日外国人信徒の現状、彼らが日本社会の中でアイデンティティを確認する手段とし
て、母国のまつりを大切にしていること、社会への福音宣教のヒントとして、使徒言行録
₂章42節から46節を引用し、彼らが「皆一つになって…心を一つにして…喜びと真心を
もって一緒に食事」をしている姿を紹介した。また、日本の教会のよいところは、共同体
への所属意識、「私の教会、私のブロック」という意識が高いところだと述べた。
小グループの分かち合い
　「移住者との交流から学んだこと」「コロナで失った₃年を取り戻すために今できるこ
と」「日本で育った移民第₂世代の子どもたちの信仰教育」をテーマに約₁時間、熱意の
こもった分かち合いが行われた。
大塚司教コメント�
　小教区によっては外国籍信徒の代表としての役員がいなければ、意見の集約が難しく
なってきている。日本人役員の想像や憶測だけで教会の活動を進めるのではなく、当事者
や、言葉の関係で直接意見を聴けないグループの現状や思い、望みを汲み取り、何かを『し
てあげる』のではなく、一緒に何ができるのかを考えてほしい。言語、文化を越えて共通
の信仰があり、それを確かめ合うことはユニバーサルなカトリック的体験であり、これが
普遍教会であると思う。目に見えて点在する教会が、目に見えない普遍教会の具現化であ
る。コロナ禍を体験し、新しい歩みを始めた私たちは今、グローバルな移民という時のし
るしをみて、社会に派遣され、滞日外国人に出会い、ともに福音宣教に取り組んでいるの
だ。� 福音宣教企画室

　『人権とは何か』というテーマで、奥村豊神父のお話を伺い
ました。世界人権宣言、日本国憲法、そして教会の社会教説を
もとに、人権の基本について確認しました。特に印象に残った
言葉を取り上げてみたいと思います。
・�「すべての人間は、生れながらにして自由であり、かつ、尊
厳と権利とについて平等である（世界人権宣言　第一条）」。
「すべて人は、生命、自由及び身体の安全に対する権利を有する（同　第三条）」。
　�今の日本において、当然と思われていることが守られていなかった現実がある。また現
在、守られているのだろうか。
・「教会は人間のために存在するのです（教会の社会教説要綱　No.106）」。
　今回の講話は、人権に関する基本について確認するとともに、自分の幸せだけ、教会と
いう小さな社会だけに留まらず、世界に、そして自分の身の回りに目を向ける呼びかけで
もあったと思います。
� いのち・平和・環境委員会　鶴山進栄神父

人権とは？
� いのち・平和・環境委員会主催　オンライン講演会　　��2023年11月11日㊏ 開催

滞日外国人と共に福音宣教を
　サイクルテーマ③社会への福音宣教　～滞日外国人から学ぶ～
� 小教区評議会役員交流会　2023年10月₇日㊏ 開催
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　死者の月。大塚司教の司式で、教区内
のすべての物故者のために祈りが捧げら
れた。

　司教座聖堂献堂記念日ミサが、京都教区の司教座聖堂である河原町教会において、大塚
司教の司式で行われた。河原町教会は、聖フランシスコ・ザビエルに捧げられた聖堂で、
ザビエルの祝日が献堂記念日と定められている。

　大塚司教をはじめ、ブロック担当司祭、小教区
評議会役員、各委員会の担当者が出席し、一年の
振り返りや次年度に向けた活動について、分かち
合い、話し合った。司教から2024年の司教年頭書
簡「わたしのシノダリティを創ろうⅡシノドスが
めざす〈道〉と〈宿〉の宣教」が発表
された。
　資料は京都教区ＨＰから閲覧可能。

衣笠墓苑物故者及び死者祈念ミサ� 2023年11月₅日㊏ 衣笠教会

司教座聖堂献堂記念日(12/₃）ミサ� 2023年12月₂日㊏ 河原町教会

第24回�京都司教区�宣教司牧評議会� 2023年12月₉日㊏ オンラインミーティング

�教区行事のひとコマ
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青年センターあんてな

← 青年センターのＨＰも
　　見てね！

　今回も無事にＹＥＳ2023を開催することができました。
　ＹＥＳ（イエス）とは、京都教区の青年の集いです。ＹＥＳには以下のような意味
が込められています。「Y」…Youth、「E」…Enjoy,�Encounter,�Exchangeなど、「S」
…Space　2002年から毎年開催している集いです。ここ数年、対面で行えない時には
オンラインで、宿泊ができなくても日帰りで、開催を続けてきました。そして今年、
やっと泊まりでの開催となりました。
　今回のテーマは「シノドス」。大塚司教様はＹＥＳに毎年来てくださり、今年も講
話をしてくださいました。₂日間を終えた青年たちの振り返りをご紹介いたします。
◦満たされた₂日間だった。　　　　◦人との交わりを大切にしたい。
◦排他的にならないようにしたい。　◦分かち合いが大変良かった。
◦神様のはたらきを感じた。　　　　◦京都教区の行事として、YESを大切にしたい。
◦できるだけ自分から人とのつながりを大切にしたい。
◦人の話を聞くことも大切だが、話すことも大切だと思った。
◦悩みながらも、人と交わる中で、自分のことを知っていけたらいい。
◦今日来たみんなとのつながりを大事にしたい。
　久しぶりにゆっくり仲間と分かち合いができ、大変充実した時間となりました。青
年センターでは、つながれる仲間をもっと増やしたいと思っています。この記事を読
んだ教会の方、ぜひ近くの青年に青年センターのことをご紹介ください。また、この
記事を読んだ青年のあなた、ぜひつながりませんか？
　最後に、今回のＹＥＳ開催にあたり、快く場所をお貸しくださった学校法人聖母女
学院様、ありがとうございました。
� 運営委員／河原町教会　のん

ＹＥＳ2023開催 　2023年11月25日㊏～26日㊐
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司　　　教
大塚司教の予定
　�最新の情報は京都司教区のホームページに
てご確認ください。

教　　　区
村上透磨神父₁年祭ミサ
 　日　時：₂月18日㊐ 10：30
　場　所：河原町教会

第46回ネットワークミーティング(ＮＷＭ)京都
 　日　程：₂月10日㊏ 13：30開会（13：00受付開始）
　　　　　　～11日㊐ 12：00閉会
　場　所：京都聖母学院キャンパス内
　参加費：5,000円
　テーマ：「改めまして、わたくし…」
　対　象：18～35歳の全国の青年（高校生不可）
　主　催：第46回ＮＷＭ�in�京都実行委員会
　問合せ：nwm.in.kyoto@gmail.com

広報委員会
　教区時報₄月号の原稿締切日は₂月26日㊊です。
�

修　道　会
聖ドミニコ女子修道会
 青年の集い
　�日　時：₂月23日㊎㊗ 11：00～16：00（受付10：30～）
　場　所：�聖ドミニコ女子修道会京都修道院

京都市上京区河原町今出川下ル梶井町448
　　　　　TEL：075-231-2017（修道院）
　テーマ：�ワールドユースデーリスボン大会の

思い出とその後
　講　師：ホルへ神父（グアダルペ宣教会）
　対　象：青年男女（18～40歳）
　参加費：500円（昼食弁当有）
　申　込：髙橋幸子 080-1225-0705
　　　　　mariepotakahashi@gmail.com
　申込締切：₂月21日㊌

諸　団　体

京都カトリック混声合唱団
　₂月11日㊐ 14：00 聖歌練習
　₂月24日㊏ 17：30 練習後、ミサ奉仕
　場　所：河原町教会聖堂
　問合せ：075-951-4283 則武 隆

コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：₂月₈日㊍ 10：00　22日㊍ 10：00
　場　所：河原町教会₂階楽廊
　問合せ：075-561-5971 駒井和子

聴覚障がい者の会・京都グループ
 手話ミサと総会
　�日　時：₂月20日㊋ 10：30 から受付、
　　　　　11：00 手話ミサ、12：00～昼食後総会、
　　　　　交流会、14：00 終了予定
　場　所：河原町教会地下都の聖母小聖堂および
　　　　　ヴィリオンホール
　参加費：�1000円（昼食代込）、飲み物は持参

要申し込み
　申込・問合せ：Tel・Fax：075-723-1135　傳 裕子

心のともしび
　ラジオ番組案内（全国34局で放送）
　ＫＢＳ京都　㊊～㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　ラジオ関西　㊊～㊎ 朝₅：00
　　　　　　　　　㊐ 朝₆：05
　毎日放送　　㊊～㊎ 朝₅：45
　　　　　　　　　㊏ 朝₄：55
　₂月のテーマ「安らぎ」

皆さまのまわりに点訳版「京都教区時報」
が必要な方がおられないでしょうか。点
訳版「京都教区時報」をご希望の方がお
られましたら、カ障連大阪フレンドリー
点字部・笠松幸彦さんまでお申込みくだ
さい。無料でお送りします。
Tel・Fax/072-722-0271

お　知　ら　せ

2024年　青少年委員会担当司祭
任命のお知らせ　₁月₁日付

京都カトリック青年センター
　ソ・ウォンハ　　小立花�忠
中学生会
　菅原友明　　ホン・ユンハク
　ソ・ウォンハ　　Ｍ.ブルース
中学生広島巡礼
　ホン・ユンハク　　ソ・ウォンハ
　Ｍ.ブルース
高校生会
　小立花 忠　　ホセ・アントニオ Ｃ.
　G.ランディ　　Ｍ.Ｇ.ホルヘ
アジア体験学習
　Ｇ.ランディ　　ホセ・アントニオ C.
　菅原友明
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